( 53 ) 


號三第卷二第誌雜究硏丨物植 


^ . — とう 

少中空デハアグガ中部以上ハドノ稈デモ漸々肉ガ薄クナッタ尋常ノ竹ノ樣-一大ナ，空洞トナッテ居，、彼ノ籐 
ノ樣 -1 全然中實シタ竹ノ種類ハ臺灣デモ見ラレナイパカリデナク恐ラクコンナ竹ハ何處一ーモアダマイ 
又第八頁-一「にがな、じしば6等」トア 〆 此じしば6ハ當二ぢしば6卜書カネバナラヌ是ンハ地縛ノ意デア， 
カラデア 〆 

又第十頁二「かきつばた、太キ脈アリ幅廣シ」トアレドモかきつばた/葉-ーハ決シテ太キ脈ハナイ 
又第十八頁-一「觀賞用ノ菊ハ花部ノ變化甚ダシク結實セザ 〆 モノ多シ爲メーー 根分ケ揷木-ーヨリテ繁殖セシム」 
トア 〆 ガ是レモ徹底シタ書キ方デハナイ、菊ノ花ノ舌狀花ニハ種々ノ變化ハアグガ大抵ハ嚴存セ，中心花卜共 
-1 &實シ能ク種子ガ出來，菊作リハ此種子ヲ蒔テ變リ品ヲ索ム，事ガア 〆 又菊ノ极分ケ、菊ノ柿 木、 ノ何ニモ花 
-1 種子ガ出來ナイカラス 〆 方法デハナイ是レハ親木通リノ品種ヲ續カシテ.作リタイカラデア， 

思フ-1上-一擧ゲタ樣ナ滑稽ヤ誤謬ハー日モ早ク訂正シ確實ナ，智識ヲ少國民二授ケランンコトヲ切-一望ム 
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橫濱植物會會員 ■ 伊藤初太郞 

あまどころ 及ビ なるこゆ ノ功能 此兩者ハ素人-ーハ見分ケガ出來ヌト見 H テ千葉縣下デハ共一一あまどろ卜 
俗稱シ テ居，、手足ヲ觀キシ時其局所へ該草ノ地下莖ヲ擦リ潰シ之ンニ少量ノ糊ヲ加へ貼附スル時ハ僅力數日. 
■=• シテ全癒ス，同地方-一ーグハ皆此療法ヲ用ヰ更二醫藥ヲ顧ミ'ナイ程デアグ冬時 r グハ豫ジメ該草自生ノ地ヲ覺 
エオキテ掘リ採テ用クダ 
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民間藥トシテあまどころ並-一おもとノ功能 
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(54)其地下莖ヲ擦リ潰シ其液汁ヲ用ウルノデア 〆 ガ其味ガ頗，苦ィカラ先ブ地下莖ヲいんげん豆大- 一切リ其レ ヲ垔 
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〇蘚類雜 


富山縣置舍 笹 岡久彥 

〇所謂 pterobryopsis japonica BROTH .-1 就-ブ 

予曾テ伊勢 S 國二滯在中、四日市市ノ川崎光次郞氏ヲ訪ヒ親シク其話ヲ聽キ且ツ其際同氏ヨ V 同 國鎌ケ嶽產ナ 
ルー珍蘚 pterobryo l .8 japonica BgTH . ノ少許ヲ惠マ，即チ川崎氏が著述「菰野山植物」第六十八頁一一 揭グ V ブ 
-b ロブリ，オブシス、ヤポニカ ニシテ其註-一日ク『昨年著者鎌ケ嶽頂上樹上二蒼生せるものを露國蘚類の大家^! 
ロテ V ス新種な'^とし上述の新稱を命ぜられた-^佘は和名をコモノゴケと命じ^り』卜 

其後岡村周諦博士ハ川崎氏卜同鄕ナル村田吉太郞氏ガ鎌ケ嶽ノ隣嶺ナ 〆 御在所ケ嶽 lr グ 採集セラレ タルー珍蘚 
Meteoriella solut A MITT .) SH. OKAM •.ヲ 松村博士監修植物圖編第三編第一集及ビ理科大學紀要 第三 十六 册第七 
編-一記载發表セラレ幸1一予乇亦該高著一本ノ惠與ヲ受ケタ 〆 ヲ以テ熟讀ス 〆 -I 前記 乙もの ごけ 卜全然 一致 スル 










